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様 式第 ３号 会 議 録

会 議 名

（審 議会 等名 ） 平成 ２１ 年度 川西 市労 働問 題審議 会

事 務 局

(担 当 課 ） 市 民生 活部 農 林・労 政課 内線 （ ２５ ４３ ）

開 催日 時 平 成２ ２年 ３ 月２３ 日（ 火） ９ 時５ ８分 ～１ １時５ ０分

開 催場 所 川 西市 役所 ７ 階 大 会議 室

金谷 千慧 子（ 会長 ）

岡本 輝充 （副 会長 ）

出 委 員 竹下 通、 吉尾 文 雄、 井ノ 上 博司、 古賀 和 代、

高島 進子 、宮 本 敏一 、小 西 佑佳子 、平 岡 譲、

席

者 その他

多田 仁三 （市 民生 活部 長） 、大 森 直 之（ 地域 活性 室長） 、

事務局 田口 弘高 （農 林・ 労政 課長 ）、 人見 巌、 上原 佳 預子、

傍聴 の可否 可・不 可・ 一部 不可 傍聴 者数 １ 人

傍聴 不可 ・一 部

不可 の場 合は 、

その 理由

①会長 及び 副会 長の 選任 につ いて

②平成 ２１ 年度 川西 市労 働福 祉事 業につ いて （実 績報 告）

③パー トタ イム 労働 者実 態等 調査 の報告 につ いて

会 議次第 ④その 他

会議録 のと おり

会 議結果
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審 議 経 過 Ｎ ｏ．

（事 務局 ）

ち ょっ と時 間が 早いん です が、 皆さ んお 揃い にな りまし たの で、 ただ 今より 平

成２ １年 度第 １回 川西市 労働 問題 審議 会を 開催 させ ていた だき ます 。私 は農林 ・

労政 課長 の田 口と 申しま す。 よろ しく お願 いい たし ます。

本 日の 出席 につ きまし ては １０ 人で 、欠 席は ４人 で半数 以上 のご 出席 をいた だ

いて おり ます ので 、定足 数を 満た して おり ます こと をご報 告い たし ます 。

そ れで は、 次第 に沿っ て進 行さ せて いた だき ます 。まず はじ めに 、市 民生活 部

長の 多田 の方 から ご挨拶 をお 願い いた しま す。 よろ しくお 願い しま す。

（事 務局 ）

皆 さん 、改 めま してお はよ うご ざい ます 。市 民生 活部長 の多 田で ござ います 。

皆様 方に は、 年度 末、何 かと ご多 忙の とこ ろ、 労働 問題審 議会 にご 出席 いただ き

あり がと うご ざい ます。

昨 年１ １月 の選 任後初 の審 議会 とい うこ とで 一言 ご挨拶 申し あげ ます 。労働 問

題審 議会 にお きま しては 、平 成３ 年の 発足 以来 、歴 代の委 員の 皆さ まに は本当 に

お世 話に なり まし て、本 市労 働行 政の 推進 に当 たり 本当に ご尽 力賜 り厚 くお礼 申

しあ げま す。

と ころ で、 ３月 の月例 経済 報告 によ りま すと 、景 気は着 実に 持ち 直し てきて い

るが 、な お自 律性 には弱 く、 失業 率が 高水 準に ある など厳 しい 状況 にあ る。ま た

先行 きに つい ては 、当面 、雇 用情 勢に 厳し さが 残る ものの 、本 市も 昨年 より取 り

組ん でお りま す緊 急雇用 対策 の効 果な どを 背景 に景 気の持 ち直 し傾 向が 続くこ と

が期 待さ れる との 報告を され てお りま す。

し かし なが ら、 本市に おき まし ては 中小 企業 が大 部分を 占め てお りま して、 ま

だま だ予 断を 許さ ない。 こう いう ふう に考 えて おり ます。 今後 とも 本市 の勤労 者

のた め、 また 、市 産業の 活性 化に 努め てま いり たい と考え てお りま すの で、お 力

添え をい ただ きま すよう お願 いい たし まし て、 ご挨 拶にか えさ せて いた だきま

す。 本日 は、 よろ しくお 願い 申し あげ ます 。

（事 務局 ）

今 回、 初め ての 方もお られ ます ので 、自 己紹 介か らさせ てい ただ きた いと思 い

ます ので 、よ ろし くお願 いし たい と思 いま す。 まず 、竹下 委員 の方 から よろし く

お願 いい たし ます 。

（出 席委員 ・事 務局 自己 紹介）

（事 務局 ）

あ りが とう ござ いまし た。

次 に、 議事 進行 につき まし ては 、審 議会 規則 （第 ６条１ 項） によ り会 長が議 長

を務 める こと とな ってお りま すが 、会 長が 選任 され るまで 、事 務局 で進 めさせ て

いた だき ます ので 、よろ しく お願 いい たし ます 。

ま ず、 議題 １の 会長及 び副 会長 の選 任に つい てで ござい ます 。会 長、 副会長

は、 本審 議会 規則 により まし て、 委員 の互 選で 定め る事と なっ てお りま す。こ れ

まで の申 し合 わせ により 会長 につ きま して は、 学識 経験者 の３ 名の 委員 の皆様 の

中か ら選 任い ただ くこと とな って おり ます 。い かが させて いた だき まし ょうか 。

（ 「事 務局 一任 」の 声あり ）

（事 務局 ）

そ れで は、 事務 局一任 との 声を いた だい てお りま すので 、前 回も お世 話にな っ

てお りま す金 谷会 長に再 度会 長を お受 けい ただ けた らと考 えて おり ます けども い
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かが でし ょう か。

（ 「異議 なし 」の 声あ り）

（事 務局 ）

そ れで は、 金谷 先生お 願い いた しま す。 続き まし て、副 会長 の選 任で すが、 副

会長 は伊 丹公 共職 業安定 所長 様に お願 いす るこ とと なって おり ます 。岡 本委員 様

を選 任さ せて いた だいて よろ しい でし ょう か。

（ 「異議 なし 」の 声あ り）

（事 務局 ）

そ れで は、 金谷 委員、 岡本 委員 にお かれ まし ては 、任期 満了 まで 会長 と副会 長

の職 に着 いて いた だきま すの でど うぞ よろ しく お願 いいた しま す。

そ れで は、 金谷 先生議 長席 の方 にお 着き くだ さい 。

議 事に 入り ます 前に、 金谷 会長 より ごあ いさ つを お願い いた しま す。

（会 長）

（会長 就任 あい さつ ）

そ れで は、 平成 ２１年 度川 西市 労働 福祉 事業 につ いて、 どう ぞ事 務局 から説 明

をお 願い いた しま す。

（事 務局 ）

そ れで は、 私の 方から 説明 をさ せて いた だき ます 。

そ れで は、 お手 元に資 料が ござ いま すの で、 それ に沿っ た形 でご 説明 させて い

ただ きま すの で、 よろし くお 願い いた しま す。

「 平成 ２１ 年度 川西 市労 働福 祉事 業に 係る 実績 報告に つい て」 ご説 明申し あ

げま す。

恐 れ入 りま すが 、資料 の１ ペー ジを お開 きく ださ い。

ま ず、 （１ ）の 「川西 パー トバ ンク およ び川 西市 高年齢 者職 業相 談コ ーナー 」

にお ける ２１ 年度 実績に つい てご 説明 いた しま す。

本 年１ 月末 現在 の来所 者数 は、 パー トバ ンク で２ 万８５ ３３ 人、 高年 齢者職 業

相談 コー ナー で５ ５６９ 人、 新規 求職 者数 では 、パ ートバ ンク で２ １８ ３人、 職

業相 談コ ーナ ーで ７１６ 人、 採用 件数 では 、パ ート バンク で６ ５９ 人、 職業相 談

コー ナー で２ ２２ 人とな って おり 、２ １年 度で は、 すべて の項 目に おい て前年 度

より 増加 傾向 とな ってお りま す。

な お、 今年 度の 資料か ら男 女別 デー タも 追加 して おりま すが 、パ ート バンク の

新規 求職 者数 、及 び、採 用件 数の 全数 と男 女の 合計 との数 値に 差異 があ ります

が、 これ は、 求職 者がパ ート バン クで の登 録の 手続 きを行 った 際に 性別 の記載 漏

れが あっ たこ とに より差 異が あり ます けど もよ ろし くお願 いい たし ます 。

次 に、 本市 をは じめ、 伊丹 市、 猪名 川町 を管 轄す る「伊 丹管 内の 求人 状況」 で

すが 、正 規雇 用及 びパー トタ イマ ーの 有効 求人 全数 （先月 から 繰り 越し た求人 数

に、 当月 新た に発 生した 求人 数を 合計 した もの ）は 前年度 と比 べ６ １４ ４人減 の

２万 １３ ７８ 人と なって おり ます 。

続 きま して 、（ ２）の 「キ ャリ アカ ウン セリ ング 」につ いて であ りま すが、 キ

ャリ アカ ウン セリ ングは 、履 歴書 の書 き方 や面 接指 導など を行 う就 職相 談で、 月

４回 実施 して おり 、２１ 年度 の相 談者 数は 男性 １７ 名、女 性４ ４名 の合 計６１ 名

で、 ニー ト等 に対 する相 談を 含む 就職 相談 を合 計１ １４回 実施 いた しま した。

な お、 これ らの 相談内 容の 詳細 につ きま して は、 この資 料の 最後 に添 付して お

りま す資 料１ ・２ をご参 照く ださ い。

続 きま して 、２ ページ をお 開き 願い ます 。

次 に、 （３ ）の 「労働 相談 」に つい てご 説明 いた します 。
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労 働相 談は 、賃 金の不 払い や不 当解 雇な ど労 使間 のトラ ブル に関 する 相談業 務

で、 毎月 第２ ・第 ４水曜 日の 月２ 回実 施し てお りま して、 相談 者数 は１ ４名で 、

相談 回数 は１ ４回 となっ てお りま す。

次 に、 （４ ）の 「各種 セミ ナー 等」 でご ざい ます が、資 料の 一覧 表に ありま す

とお り、 就職 支援 などを 目的 とし たパ ソコ ン講 習を はじめ 、各 種セ ミナ ーを開 催

した ほか 、川 西市 企業人 権問 題啓 発推 進協 議会 が主 催する 企業 向け 人権 研修を 開

催し 、こ れら に参 加され た人 数は 合計 で２ ２８ 名と なって おり ます 。

続 きま して 、３ ページ をご 覧く ださ い。

（５ ）の 「川 西市 技能功 労者 およ び優 良従 業員 表彰 」につ いて でご ざい ますが 、

この 表彰 制度 は市 の要綱 に基 づき 、長 年同 一の 職業 に従事 して いる 優れ た技能 者

と市 内商工 業の 振興 、発 展に 尽くさ れた 従業 員を 対象 とし た表彰 制度 であ りま し

て、 ２１ 年度 は技 能功労 者表 彰で １０ 名、 優良 従業 員表彰 で５ 名を 表彰 してお り

ます 。

次 に、 （６ ）の 「産業 保健 」で ござ いま すが 、当 該事業 は、 市内 の従 業員５ ０

人未 満の 事業 所を 対象と して 、従 業員 の安 全と 健康 を確保 する こと など を目的 に

市医 師会 の協 力の もと実 施し てい るも ので ござ いま して、 本年 １月 から ３月に か

けま して 実施 いた しまし たと ころ 、申 込企 業数 は３ ８社で 、申 込者 数は ３５０ 人

とな って おり ます 。

（ ７） の「 川西 市勤労 者住 宅資 金融 資あ っせ ん」 につき まし ては 、平 成１５ 年

３月 ３１ 日を もっ て融資 制度 を廃 止し てお り、 現在 は貸付 を行 わず 返済 のみで 、

残件 数は ２１ 件と なって おり ます 。続 く、 （８ ）の 「川西 市災 害復 興住 宅資金 融

資あ っせ ん」 につ きまし ても 、先 ほど ご説 明申 しあ げまし た勤 労者 住宅 資金融 資

あっ せん 制度 と同 様、平 成９ 年１ 月を もっ て廃 止し 、返済 件数 は１ 件を 残すの み

とな って おり ます 。

最 後に 、（ ９） の川西 市中 小企 業勤 労者 福祉 サー ビスセ ンタ ーに 係る 実績報 告

につ いて であ りま すが、 まず 、① の「 会員 の状 況」 ですが 、本 年３ 月１ 日現在 の

加入 事業 所数 は１ ０５社 で、 会員 数は １８ ３６ 人と なって おり 、前 年度 の同時 期

と比 べま すと 、事 業所数 で５ 社、 会員 数で ７０ 人の 減少と なっ てお りま す。

次 の② 「自 主事 業」か ら４ ペー ジの ⑦「 給付 事業 」まで をご 覧い ただ きます

と、 全体 の傾 向と して、 ③の 「健 康管 理事 業」 及び ⑤の「 旅行 ・宿 泊補 助」に つ

いて は利 用者 の増 加が見 られ るも のの 、そ の他 の④ 演劇鑑 賞チ ケッ トの あっせ ん

販売 や⑥ のレ ジャ ー施設 利用 チケ ット あっ せん 及び 利用補 助券 の交 付で は毎年 減

少傾 向と なっ てお ります 。

そ こで 、２ １年 度にお ける 会員 数増 に向 けた 取り 組み内 容に つい てご 報告い た

しま す。

昨 年度 の当 審議 会にお いて 、「 健康 管理 事業 を充 実し会 員の 増加 を図 られた

い」 との ご提 案を 頂戴し たこ とを 踏ま えま して 、当 サービ スセ ンタ ーの 健康管 理

事業 にお いて 、兵 庫県健 康財 団に 委託 して いる 定期 健康診 断の 料金 値下 げを行 い

まし た。

ま た、 節目 ドッ ク補助 の年 齢枠 の拡 大、 ある いは 、人気 チケ ット のあ っせん 販

売枚 数を 増や すな ど、サ ービ ス内 容の 向上 に努 める 一方、 川西 市商 工会 の会員 で

ある 約１ ７０ ０事 業所に 対し て当 サー ビス セン ター へ加入 して いた だく よう勧 誘

チラ シを 送付 し加 入促進 に努 めま した が、 加入 され た会員 数以 上に 退会 の流れ を

止め るま でに は至 りませ んで した 。

こ のよ うな 状況 となり まし たこ とは 、近 年の 経済 不況の 影響 によ り、 会員事 業

所の 業績 が悪 化し 、福利 厚生 にか ける 経費 がま ず削 減の対 象と され た結 果であ ろ

うと 考え てお りま す。

以 上で 、平 成２ １年度 にお ける 本市 の労 働福 祉事 業に係 る実 績報 告の 説明と さ

せて いた だき ます が、

続 いて 、昨 年の 審議会 でい ただ きま した ご提 案に 対する 取り 組み 状況 につい て

ご報 告い たし ます 。

ま ず、 高年 齢者 職業相 談コ ーナ ーの 利用 状況 の男 女別集 計を 行う こと につい て
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ご意 見を いた だき ました 。

こ れに つい ては 、今回 の資 料に も記 載し てお りま すとお り、 川西 パー トバン ク

から の報 告に 男女 別も併 せて 集計 する よう 改善 いた しまし た。

次 に、 ダイ レク トメー ル等 によ り企 業か らの 求人 情報の 掘り 起こ しを 行うこ と

につ きま して は、

２ １年 度で は、 のちほ ど、 ご報 告い たし ます 「パ ートタ イム 労働 者の 労働実 態

調査 」を 実施 する 中で、 新規 採用 予定 のあ る事 業所 につい て調 査し 、ハ ローワ ー

ク伊 丹の 協力 を得 て、結 果４ ８人 分の 求人 情報 を開 拓いた しま した が、 この取 り

組み も近 年の 厳し い雇用 情勢 の中 にあ って は一 時的 な効果 であ るた め、 今後は 、

市広 報誌 等に より 市内事 業所 に対 して ハロ ーワ ーク へ求人 情報 を提 供し ていた だ

くよ う働 きか けた いと考 えて おり ます 。

次 に、 市内 の事 業所数 や従 業員 数、 ある いは 、失 業者数 を独 自把 握す ること に

つい てで ござ いま すが、

こ のよ うな 調査 を市独 自に 実施 する こと は、 調査 方法は もと より 、調 査にか け

る経 費や 人的 配置 などを 考慮 する と実 施は 困難 であ ると考 えて おり 、特 に、市 内

の失 業者 数の 把握 に至っ ては 、失 業保 険が 切れ て就 職をあ きら めて しま った人 を

いか に把 握す るか といっ た難 しい 問題 もご ざい まし て、現 時点 では 、総 務省統 計

局の 労働 力調 査や 県の事 業所 ・企 業統 計調 査等 に頼 らざる を得 ない と考 えてお り

ます 。

最 後に 、労 働者 のメン タル ヘル スに 関す るセ ミナ ーを開 催す るこ とに ついて で

すが 、

市 内の 事業 所に 対して 、平 成１ ８年 度に 「職 場の メンタ ルヘ ルス 」に 関する セ

ミナ ーを 実施 した 経緯が あり ます もの の、 その 後実 施には 至っ てお りま せん。 今

後は 、市 保健 セン ターで の産 業医 によ る健 康相 談な どを視 野に 入れ なが ら、実 施

でき るか どう か検 討して いき たい と考 えて おり ます 。

以 上で 説明 を終 わらせ てい ただ きま す。

よ ろし くご 審議 賜りま すよ うお 願い 申し あげ ます 。

（事 務局 ）

先 ほど 、昨 年の 提案事 項に つい て説 明さ せて もら ったん です が、 ちょ っとこ こ

に書 いて おけ ばよ かった んで すが 、ち ょっ と抜 けて おって 申し 訳ご ざい ません で

した 。よ ろし くお 願いい たし ます 。

（会 長）

よ くわ かっ たと 思いま す。 それ では 、パ ート タイ ム労働 者実 態調 査に 移りま す

前に 、ち ょっ と今 ご報告 いた だき まし たと ころ で、 ご質問 とか 、昨 年度 の報告 も

あり まし たけ ども 、ご意 見と かご 質問 とか いか がで しょう か。

（委 員）

２ ペー ジの 労働 相談の とこ ろで すが 、こ の労 働相 談を受 けら れた あと 、どの よ

うな フォ ロー をさ れてい ます か。

（事 務局 ）

労 働相 談の 内容 につき まし ては 、市 とし てど こま ででき るか とい うの がござ い

ます 。基 本的 には 労使間 の問 題が 多々 ある と思 いま すけど も、 相談 を受 けさせ て

もら いま すが 、そ のあと のフ ォロ ーは なか なか でき ていな いよ うな 状況 です。 伊

丹労 働基 準監 督署 に行っ ても らう とか 、そ うい う形 の指導 をさ せて いた だいて お

りま すの で、 ちょ っと細 かい とこ ろま では 追求 させ てもら って いな い状 況でご ざ

いま す。

（委 員）

個 々の フォ ロー という のは 大変 難し いと 思い ます 。です から 、上 位の 機関を 懇
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切丁 寧に ご紹 介く ださっ て連 携が スム ース に行 くよ うにと いう こと で、 やっぱ り

考え 方は ここ へ行 ったら もう ちょ っと 解決 に届 くか もしれ ない とい うか 、そう い

う導 きは なさ って いただ けま すか 。

（事 務局 ）

労 働相 談に つき まして は月 ２回 やっ てお るん です けども 、緊 急を 要す ること は

多々 あり ます ので 、基本 的に は電 話で 相談 があ るん ですけ ども 、労 働基 準監督 署

の方 へ相 談を お願 いしま すと いう 形で やっ てお りま すので 、よ ろし くお 願いい た

しま す。

（会 長）

あ りが とう ござ います 。確 かに 、個 人情 報の こと もあり ます ので その 後どう で

すか とい うの も難 しいか もわ かり ませ んけ どね 、実 績とし てど うい うふ うな方 向

にな って いる のか という こと はな んら かの 方法 で個 人名は 報告 しな いに しても で

きる こと があ るか もしれ ない なと 思い ます 。そ のほ かにご 質問 等ご ざい ますか 。

こ ちら から で申 し訳な いで すけ ども 、３ ペー ジの ５番の とこ ろに 技能 功労者 と

か、 優良 従業 員表 彰とい うの があ りま すけ ども 、ど んな方 が技 能功 労者 で、ど ん

な方 が優 良従 業員 なんで しょ うか 。

（事 務局 ）

ま ず、 技能 功労 者の選 考基 準と 言い ます か、 どう いう方 がと いう こと なんで す

けど も、 まず 、市 内所在 の事 業所 に勤 務す る技 能者 、又は 、市 内で 事業 を営む 技

能者 で３ ０年 以上 の経験 を有 し年 齢５ ０歳 以上 の方 という こと にな って ござい ま

して 、今 回２ １年 度で言 いま すと 、１ ０名 の方 が受 賞され たん です が、 職種と し

まし たら 、造 園工 であり ます とか 、理 容師 、ク リー ニング 工と かそ うい った職 種

の方 が対 象と なっ ており ます 。

そ れか ら、 優良 従業員 表彰 の方 です けど も、 市内 事業所 に永 年勤 続、 原則と し

て勤 続年 数３ ０年 以上と し、 市内 商工 業の 振興 発展 に寄与 した もの とな ってご ざ

いま して 、今 回、 ５名の 方が 受賞 され たわ けで すけ ども、 ＬＰ ガス 等販 売業、 能

勢電 鉄の 助役 さん といっ た方 が受 賞さ れて おり ます 。以上 でご ざい ます 。

（会 長）

お 伺い して 、や っと実 像が わか って きた よう な気 がいた しま すけ ども 、他に い

かが でし ょう か。

今 年、 いろ いろ と工夫 され たこ とで すね 。特 に健 康診断 の件 とか 、演 劇鑑賞 チ

ケッ トな んか はな かなか 増え るど ころ か、 減っ てい くとか 、旅 行宿 泊と かレジ ャ

ーと かが なか なか 増えな い傾 向に ある 。そ の辺 りと か、そ れか ら、 勤労 福祉サ ー

ビス セン ター 自身 をどう する かと いう こと でい かが でしょ うか 。

（委 員）

勤 労福 祉の こと なんで すけ ども 、こ のよ うな メニ ューと いう サー ビス センタ ー

が決 めら れた メニ ューの 中か ら事 業者 さん が選 ぶと いうこ とに なる んで しょう

か。 と申 しま すの も、あ る人 とお 話を して いて メタ ボリッ ク健 診と いう のを随 分

力を 入れ てお られ るよう です けど も、 メタ ボ健 診に ひっか かっ た人 には その後 の

医療 的措 置と か、 健康指 導、 生活 指導 とか いろ いろ あるん です けど も、 それに 至

る前 で自 分で 努力 してい る方 とい うの がた くさ んお られる と思 うん です ね。ジ ョ

ギン グし たり 、そ れこそ 、ジ ムに 行っ たり とか 、フ ィット ネス のク ラブ にこう い

うの が使 えな いか なと思 いま して 、使 えた らい いな という お話 が日 常会 話であ っ

たん です けど も、 確かに そう やな と思 って 、メ タボ に至る 前に ご自 分で ある程 度

お金 をか けて 努力 しては る人 、そ れを その ちょ っと でも勤 労者 福祉 とし てその よ

うな サー ビス があ ったら 利用 が促 進さ れる んで はな いかな と思 った んで すけど

も。
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（会 長）

日 常生 活レ ベル のメタ ボ対 策に 援助 とか とい うお 話でし たが 。

（事 務局 ）

今 、ち ょっ とメ タボの こと とい うこ とで おっ しゃ られま した ので 、ま ず、サ ー

ビス セン ター の事 業には 、厚 生事 業と いう こと で健 康管理 事業 の中 に生 活習慣 病

予防 健診 に対 して 補助を させ てい ただ いて おり ます 。まず はこ れを 、そ ういう 方

には お受 けい ただ いたら 補助 をさ せて もら うと いう ことと 、あ と、 フィ ットネ ス

とい うこ とで おっ しゃら れた 部分 につ いて は、 市内 のスポ ーツ クラ ブで 入会さ れ

る際 には この 会員 証を提 示し て会 員で ある こと を言 ってい ただ いた ら一 定その 入

会金 がい くか ら割 引され ると かで すね 、そ うい った 各種ス ポー ツ施 設と か、他 に

も様 々な チケ ット がある んで すけ ども 、そ れに 対し て補助 をさ せて いた だいて い

ると いう 現状 でご ざいま す。

（事 務局 ）

ち なみ に、 川西 のグン ゼス ポー ツ、 それ から 、西 畦野に ある んで すけ ども、 ス

ポー ツク ラブ フィ ットネ スビ ガー が対 象と なっ てお ります 。

（事 務局 ）

今 の詳 細で すが 、この パセ オか わに しの ガイ ドブ ックと いう もの を作 ってお り

ます ので 、後 ほど お配り させ てい ただ きま すの で、 内容を ご確 認く ださ い。

（会 長）

こ れは 事業 主さ んから 従業 員に 言わ ない とそ の辺 はわか らな いわ けで すよね 。

（事 務局 ）

基 本的 には 、こ のガイ ドブ ック の方 を加 入し てい ただき ます と、 そこ の会員 数

のガ イド ブッ クを 事業所 の方 に送 りま して 、そ れで 事業主 さん の方 から 会員の 方

へ配 って いた だき 周知を して いた だい てい ると いう 現状で す。

（会 長）

そ の加 入者 は現 状でも 減っ てい って いる とい うこ となん でし ょう かね 。

（事 務局 ）

そ うで すね 、２ ０年度 で１ １０ 社が 、２ １年 度で １０５ 社で マイ ナス となっ て

おり ます 。ま た、 会員数 もマ イナ ス７ ０名 ぐら いで なって おる わけ なん ですけ ど

も、 どう して もこ れ難し い問 題が ござ いま して 、今 の社会 情勢 と言 うん ですか 、

そう いう こと にな るんで すけ ども 、経 費を 削る とい ったら 福利 厚生 に、 金額的 に

はそ んな に大 きな 額では ない かも わか りま せん が、 削られ るの がこ うい う経費 と

いう こと で、 どう しても 少な くな って きて おり まし て、努 力は させ てい ただい て

おる んで すが 、削 る分が ここ にな って くる とい う方 向付け が出 てい るよ うな感 じ

なん です けど も。

（会 長）

ま た、 最後 のと ころで もど うぞ 皆さ ん、 ご意 見、 ご質問 寄せ てい ただ くとし ま

して 、そ れで は、 次の議 題の パー トタ イム 労働 者実 態調査 の方 に移 らせ ていた だ

きた いと 思い ます 。よろ しく お願 いし ます 。

（事 務局 ）

そ れで は、 私の ほうか ら、 パー トタ イム 労働 者実 態等調 査に つき まし てご説 明

させ てい ただ きま す。
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事 前に お配 りし ており ます 報告 書の 方を お開 きい ただき ます でし ょう か。

ま ず、 ご説 明さ せてい ただ く前 に１ 箇所 数値 的に 誤った とこ ろが ござ いまし

て、 この 場を お借 りまし て修 正を お願 いし たい と思 います 。報 告書 の１ ９ペー ジ

をお 開き いた だけ ますで しょ うか 。

表 の上 段に なり ますが 、「 性別 ・年 齢層 別」 の男 性の欄 の横 軸で すね 、右か ら

四つ 目の 配偶 者の 年齢「 なし 」の 欄に 「７ ０」 とあ ります けど も、 この 数値は

「２ ５」 の誤 りで ござい ます ので 修正 の方 お願 いい たしま す。

そ れで は、 説明 に入ら せて いた だき ます 。

こ の調 査は 、市 内事業 所に 勤務 する パー トタ イム 労働者 の就 労実 態に 対する ア

ンケ ート 調査 と市 内事業 所の 新規 雇用 に関 する 調査 を併せ て実 施い たし まして 、

今後 の労 働行 政の 基礎資 料と する こと を目 的と して 実施し たも ので ござ います 。

報 告書 の７ ペー ジをお 開き くだ さい 。

ま ず、 パー トタ イム労 働者 の就 労実 態に 係る アン ケート 調査 の実 施方 法につ い

てで ござ いま すが 、平成 １８ 年度 事業 所・ 企業 統計 調査に 掲載 され てい る川西 市

内の １５ ３５ 事業 所のう ち、 １０ ００ 事業 所を 抽出 し、調 査へ の協 力が 得られ た

１９ ０事 業所 の従 業員３ ２３ ９人 に対 して 、報 告書 １３１ ペー ジか ら１ ３８ペ ー

ジに かけ て掲 載し ており ます 調査 票を 配布 し、 この うち回 収さ れた ７８ ６票の 調

査結 果を もと に分 析した もの をこ の報 告書 にま とめ ており ます 。な お、 調査機 関

は、 ３社 によ る見 積もり 合わ せの 結果 、特 定非 営利 活動法 人 女性 と仕 事研究 所

に業 務を 委託 し実 施いた しま した 。

報 告書 の１ １０ ページ をお 開き くだ さい 。

パ ート タイ ム労 働者実 態調 査に つい ては 、平 成１ ６年度 にお いて も、 ほぼ同 項

目の 調査 を実 施し ており まし て、 これ との 比較 から 導き出 され まし た傾 向や課 題

につ いて まと めて おりま す。

そ の主 なも のを 申しあ げま すと 、

２ ００ ８年 ４月 から施 行さ れて おり ます 改正 パー トタイ ム労 働法 の第 ６条で 、

労働 条件 は文 書等 で明示 する こと が義 務化 され てお ります が、 調査 結果 を見る

と、 前回 調査 時よ り労働 条件 を文 書で 通知 して いる ケース は男 性・ 女性 ともに 約

１７ ポイ ント 増加 してい るも のの 、３ ０～ ４０ ％の 労働者 へは 、い まだ 文書に よ

る通 知が なさ れて ござい ませ ん。

ま た、 雇用 保険 や厚生 年金 等へ の非 加入 者が 増え る傾向 にあ り、 従来 からの 女

性の 貧困 化だ けで なく若 年男 性層 の貧 困化 も増 加し ている 。

こ のほ か、 年収 または 労働 時間 を調 整し てい る理 由とし て、 「１ ３０ 万円を 超

える と配 偶者 の健 康保険 、厚 生年 金等 の被 扶養 者か らはず れ、 自分 で加 入しな け

れば なら なく なる から」 とい う理 由が 大き く増 えて いる。

あ るい は、 会社 や仕事 に対 する 不満 ・不 安の 中で は「賃 金が 安い 」と いう理 由

に集 中し てい るこ となど が平 成１ ６年 度調 査時 点と の比較 で浮 き彫 りと なって お

りま す。

また 、報 告書 の１２ １ペ ージ では 、改 正パ ート タイム 労働 法の 趣旨 と照ら し

課題 をま とめ てお りまし て、 中で も、 先ほ ど、 １６ 年度調 査と の比 較で もご説 明

いた しま した 「労 働条件 の明 示義 務化 」に 関し まし て、今 回の 調査 では 、６割 以

上が 雇い 入れ 通知 書等の 文書 によ る通 知が なさ れて いるが 、な お一 層周 知徹底 が

望ま れて いる こと や、パ ート タイ ム労 働者 とは いえ 、フル タイ ム労 働に 近い層 が

かな り働 いて いる ことか ら、 どの 程度 、正 職員 との 間での 均衡 待遇 を実 現でき る

かと いっ た点 が、 今回の 調査 結果 から 導き ださ れた 課題と なっ てご ざい ます。

こ のよ うな 課題 を踏ま えま して 、今 後、 本市 の労 働福祉 行政 を進 めて いく上 で

の参 考と させ てい ただき たい と考 えて おり ます 。

最 後に 、１ ２７ ページ の市 内事 業所 の新 規雇 用に 関する 調査 につ いて でござ い

ます が、 パー トタ イム労 働者 の労 働実 態調 査と 同じ 方法で 抽出 した 事業 所のう

ち、 協力 の得 られ た２４ ７事 業所 に対 しま して 、１ ３９・ １４ ０ペ ージ の調査 票

の項 目に 基づ き聞 き取り 調査 を実 施し 、そ の結 果を もとに 新規 採用 予定 のある 事

業所 の一 覧表 を作 成し、 ハロ ーワ ーク 伊丹 の協 力の もと求 人情 報を 開拓 した結
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果、 ８事 業所 から ４８人 分の 求人 票が ハロ ーワ ーク へ届け 出さ れた とい うこと で

報告 を受 けて おり ます。

以 上、 大変 雑駁 な説明 とな りま した が、 パー トタ イム労 働者 の労 働実 態等調 査

に係 る説 明と させ ていた だき ます 。

よ ろし くご 審議 賜りま すよ うお 願い 申し あげ ます 。

（会 長）

ち ょっ と雑 駁過 ぎると 思い ます が、 いか がで しょ うか。

（副 会長 ）

私 ども の方 は伊 丹ハロ ーワ ーク の中 で、 管内 に伊 丹市と 川西 市、 猪名 川町と な

って おり ます ので 、その 市別 とか 、町 別と かで は数 字は出 して おら ない わけで す

けど も、 全体 とし まして 、伊 丹の ハロ ーワ ーク では 有効求 人倍 率と いう ものは 去

年の ４月 から ずっ と県下 １４ ハロ ーワ ーク で最 低、 もしく は良 くて 下か ら２番 目

とい う状 況が ずっ と続い てお りま す。 今も その 状況 に変わ りあ りま せん 。

と いう のも 求職 者がす ごく 増え まし て、 失業 者が どんど ん増 えて 、そ の分今 度

は求 人が 出て こな いと。 求人 がも のす ごく 不足 して おりま す。 その 傾向 はまだ 変

わっ てお りま せん 。

他 のハ ロー ワー クでい いま すと 、北 の方 、豊 岡と か、そ ちら の方 で求 職者の 数

が減 って きて いる ようで す。 です から 、一 時大 量失 業者が どこ のハ ロー ワーク で

も溢 れた んで すけ ども、 北の 方は 少し 落ち 着い てき ている と。 求職 者が 期限切 れ

とか で落 ちて 行っ たんじ ゃな いか と思 いま す。

反 対に 、伊 丹の 方では まだ まだ 新規 の求 職者 、事 業所を 大量 解雇 され て、そ し

て、 新規 の求 職者 として 保険 の支 給と とも に申 し込 みされ てい ない 方が 今も増 え

つつ あり ます 。

で すか ら、 私ど もとし まし ては 、状 態も 変わ りが ないと いう こと で、 就職し た

いけ ども 行く とこ ろがな い。 就職 する 求人 がな いと いう状 況が 今は 続い ており ま

す。

次 に、 こち らで お世話 にな って おり ます 川西 パー トバン クの 状況 です けども 、

昨年 の１ 月ぐ らい から求 職者 がす ごく 増え てき まし て、今 年度 の４ 月以 降、川 西

パー トバ ンク の取 り扱い 数が 就職 数が すご く増 えて おりま す。 ５割 増し という よ

うな こと で着 てい るわけ です けど も、 その 分、 伊丹 の本署 の方 が就 職数 がなか な

か上 がら なか った という のが あり ます 。

そ れで 、現 在は と言い ます と、 伊丹 ハロ ーワ ーク の方が 就職 数が ちょ っと上 が

って きて おり ます 。その 分、 今現 在、 川西 パー トバ ンクで は就 職数 が前 年並み ぐ

らい にな って きて おり、 去年 との 比較 だけ です ので 、ちょ っと 落ち てき たとい う

よう な状 況で 。今 もこの 調査 と報 告書 をい ただ いた んです けど も、 実際 に、こ ち

らの 方も 気に なっ ており ます のは 、や はり 賃金 が入 りにく いと いう こと の不満 で

すね 、そ うい った ことが 気に はな って おり ます けど も。

と にか くな んと かして 、求 人が 出る よう に、 事業 所さん も元 気を 出し てもら し

かな いん です けど も、何 らか の方 法で 、ハ ロー ワー クの方 でも 求人 開拓 、ずっ と

ロー ラー 作戦 でや ってお るわ けで すけ ども 、な かな か功を 奏し てい ない という こ

とは あり ます 。

ど こで でも 、私 は言っ てい るん です けど も、 伊丹 市でも 会議 があ ると きは必 ず

なん とか 、伊 丹管 内です ね、 伊丹 ハロ ーワ ーク 管内 の活性 化と いう こと で、求 人

が出 て求 職者 がそ こへ就 職す ると いう よう な状 況が たくさ ん生 まれ ない とです

ね、 元気 が出 ませ んよと 言っ てお るわ けな んで すけ ども、 皆さ んも 機会 があり ま

した ら、 そう いう ことを 発信 して いた だい たら すご く私ど もも 助か りま すし、 求

職者 の方 も安 心す るんで はな いか と思 うん です けど も、ち ょっ と変 なお 話にな り

まし たけ ども 、よ ろしく お願 いい たし ます 。

（会 長）
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い かが でし ょう か。こ れに 関し まし ては お一 人ず つでも ご意 見賜 れば と思っ て

おり ます けど も、 私もざ っと 読ま せて いた だき まし て、今 度の 調査 報告 書では 若

い男 性が 非常 にパ ートに 多い とい う現 象で すね 。１ ５ペー ジの とこ ろに 性別と 、

それ と年 齢別 のグ ラフが あり ます けど も、 男性 は女 性と比 べて かな り少 ない。 １

３． ５％ で残 り全 部女性 です から 、相 当に 差が ある んです けど も、 男性 の年齢 層

で言 いま すと ２９ 歳未満 が４ 割で すね 、こ うい うこ とは前 には なか った 現象だ と

思い ます 。女 性の 方は割 と変 化が ない んで すけ ども 、３０ 代、 ４０ 代、 ５０代 、

本当 に働 き盛 りの 人がパ ート で働 いて いる と。 若い ３０歳 未満 の人 も男 性の場 合

パー トの 場合 は増 えてい ると 。こ の辺 は大 きな 変化 かなと いう ふう に思 います 。

先 ほど も、 おっ しゃい まし たよ うに 、本 当に 賃金 に対す る恨 み辛 みと 言えそ う

な恨 み節 が見 えて います 。や っぱ り賃 金を どう いう ふうに 変え てい くの かと、 そ

れが ない と、 不安 は解消 され ない のか なと いう ふう に思い ます 。

そ れは 、前 の調 査では 製造 業が 相当 の数 があ った んです ね。 順番 にひ らって 行

くわ けで すか ら、 今回、 製造 業の 数が 非常 に少 なく なって おり ます 。勤 め先で す

ね、 ２６ ペー ジ。 製造業 の白 いと ころ を見 ます と、 今回は 女性 が２ ．９ ％。男 性

が１ ．９ ％で すね 。これ は前 の調 査に 比べ ます と非 常に減 って いま す。 川西の 製

造業 が非 常に 減っ てきて いる 。そ の代 わり サー ビス 業と言 われ る、 サー ビス業 に

もい ろい ろな んで すけど も、 サー ビス 業が 増え てき ている 。だ から 、事 業所の 業

種も かな り変 わっ てきた のか なと いう 感じ もい たし ます。

女 性の 場合 は、 やっぱ りサ ービ ス業 が多 いで すね 。それ で、 学校 ・病 院・介 護

が多 いで すし 、卸 し、小 売な んで すけ ども 、製 造業 は非常 に少 なく なっ て、こ こ

何年 間か で製 造業 がかな りな くな って しま った とい うふう なこ とも 言え るのか な

と思 いま す。

そ れで 、そ こか ら出て くる 問題 は、 やっ ぱり 賃金 をどう いう ふう にカ ウント す

るの か、 時間 給だ けのカ ウン トで いい のか とい う問 題も出 てく るん では ないか な

とい うふ うに 思い ます。 若い 男性 がパ ート に増 えて きてい るの と業 種そ のもの が

非常 に変 わっ てき ている 。出 勤日 数と か、 労働 時間 という のは ほぼ 週５ 日です か

らね 、５ 日が 一番 多いわ けで すか ら、 フル タイ ムと 同じぐ らい の時 間を 働いて い

る。 ない しは 働く なとい うふ うに 制限 され るこ とも ござい ます けど も、 かなり 今

まで とは 違っ た状 況とな って きて いる のか なと いう ふうに 思い ます 。そ のこと

は、 学童 保育 とか 、保育 所の 整備 だと か、 労働 の問 題だけ では 解決 でき ない問 題

が増 えて いる のか なと思 いま す。

先 ほど 、有 効求 人倍率 が非 常に 少な いと いう こと なんで すが 、そ した ら、製 造

業が なく なり 、事 業所が 少な くな って きた らど ない するん やと いう よう なちょ っ

と違 う種 類の 課題 も出て きて 、そ れは 、コ ミュ ニテ ィビジ ネス とい うか 、ソー シ

ャル ビジ ネス とい うか、 そう いう 新し い自 分で 何か を起こ すと か、 そう いう形 態

の指 導で すね 、パ セオな んか でも 、指 導も いる のか なと。 事業 所そ のも のがな く

なっ てき たら 自分 たちで つく って いく とい うこ とも 、これ から の労 働行 政とし て

はい るの かな とい う気が いた しま す。 なか なか 困難 な時代 を迎 えて いる と思い ま

す。

ざ っと 感じ たこ とを先 に言 わせ てい ただ きま した けども 、い かが でし ょうか 。

平岡 委員 さん から ご意見 を聞 かせ てい ただ いて 、市 への。

（委 員）

パ ート タイ ムを 含めて 、就 職率 も、 有効 求人 倍率 も低く なっ てい ると いうこ と

で、 会長 さん がお っしゃ った よう に、 大卒 も国 の調 査では ８０ ％ぐ らい で、あ る

いは 、そ こに も至 ってい ない とい うの が確 かに ある と思い ます ので 、派 遣労働 、

ある いは パー トタ イムを 含め て、 いわ ゆる 非正 規労 働者の ３分 の１ とい うよう な

部分 も出 てお りま すので 、な かな か雇 用に 関し ては 一番厳 しい とい う、 今おっ し

ゃっ たよ うに 製造 業を含 めて 、川 西市 、池 田市 でた がって ダイ ハツ 工業 さんな ん

かも かな り派 遣労 働者を 減ら した とい う話 も身 近で 聞いて いる 部分 もあ ったり

ね、 なか なか 就職 という こと につ いて は厳 しい 状況 がある 。
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で は、 それ を打 開する ため に何 をし たら いい のか なとい うよ うな 問題 を提起 さ

れて いる わけ です けども 、一 つ企 業さ んが ワー クシ ェアリ ング 、仕 事の 分かち 合

いと いう とこ ろで できる のか どう かと いう こと が一 つある 。あ るい は、 時給、 国

の政 権交 代に よっ て１０ ００ 円と いう よう な最 低賃 金をし てい くと いう ような 方

向性 もい まだ に議 論をさ れて いる のか どう かと いう のが見 えな いよ うな 状況の 中

で、 賃金 、雇 用、 労働条 件を 含め て、 どう いっ た形 を今の 中か ら創 設し ていく の

かな とい う大 きな 課題が 横た わっ てき たな とい うの がある ので 、川 西市 内の事 業

者さ んに お願 いで きる部 分が ある とす れば 、ワ ーク シェア リン グで どれ だけの 雇

用が 創出 でき るの かなと 。そ れに 対し ては 、そ こで 働く従 業員 さん にも どう理 解

を求 めて いく のか なとい うの が大 きな これ から の課 題では ない のか なと いうの が

私自 身は そう いう ふうに 思い ます 。

（会 長）

ワ ーク シェ アリ ングは パー トも 含め てで しょ うか 。ワー クシ ェア リン グは普 通

正社 員の 間で です よね。

（委 員）

そ うで す。 企業 さんも 利益 的に も減 って る。 その 中で正 社員 の雇 用を 守って い

かな くて はな らな い。し かし なが ら、 雇用 とい うの はます ます 減っ てい くとい う

部分 の中 でや はり 正社員 の仕 事量 を少 なく する 。そ こがど うな のか なと いう、 そ

れで 雇用 を創 出す る。あ るい は、 企業 の限 られ た原 資の中 でパ ート を含 めて雇 用

を発 生さ せて いく という よう な両 方の 取り 組み が必 要なの では ない かと 、私自 身

は感 じま すけ ども 。

（委 員）

こ の調 査を 拝見 いたし まし て、 就職 氷河 期と いう 失われ た１ ０年 と言 います

か、 それ が本 当に 数字に はっ きり と現 れて いる なと いうふ うに 感じ まし た。

と 申し ます のも 、３７ ペー ジの デー タで 女性 の３ ０歳代 の女 性で ７時 間以上 ８

時間 未満 とい うこ れほぼ フル タイ ムで 働い てお られ る方が ２２ ．３ ％で 約４分 の

１い らっ しゃ いま す。

同 時に ５０ ペー ジの表 で見 ると 、３ ０歳 代の 女性 で時給 が１ ２０ ０円 以上１ ４

００ 円未 満と か、 １６０ ０円 未満 とか 、結 構い い時 給をい ただ いて いら っしゃ る

よう な方 が３ ０歳 代に結 構い らっ しゃ ると いう こと がわか りま す。

こ れは 昔は エム 字型カ ーブ と言 われ てい た時 代に は、２ ０代 から ３０ 代の後 半

にか けて 女性 は賃 金は低 いで しょ うけ ども 正職 員と して雇 われ てい たこ とが多 か

った んだ けれ ども 、これ は人 生の 最初 から 仕事 人生 の最初 から 非正 規と いうこ と

を現 して いる と思 うんで す。 その 後は 会長 さん がお っしゃ った よう に、 人生の 働

き始 めか らず っと 非正規 とし て福 利厚 生と か、 年金 とかの 手当 てな しに 過ごす と

いう 、要 する に労 働者の 福利 厚生 とか の外 に追 いや られた 方と いう のが このデ ー

タに はっ きり 現れ ている なと 思っ て非 常に 悲し くな りまし た。

そ れは 、多 分男 性につ いて も同 じこ とが 言え ると 思うん です けど も、 女性は 労

働運 動で もう ちょ っと地 位を 改善 して ほし いと かと 思って 一生 懸命 やっ てきた に

もか かわ らず 、全 然実っ てい ない とい うの が改 めて ショッ クで す。

こ れは 時給 の率 、先ほ ど３ ０歳 代の まあ まあ の時 給をい ただ いて いる と１２ ０

０円 から １４ ００ 円と、 これ は比 較的 いい 時給 では あると 思う んで すけ ども、 だ

けど これ だけ で自 立して 生活 でき ない 。や っぱ りワ ーキン グプ アの レベ ルだと 思

うん です ね。

で すか ら、 全体 的に時 給が 低い とい うの はこ れは 本当に なん とか しな くては と

思い ます 。４ ９ペ ージの ７０ ０円 未満 とい うの がほ んのわ ずか です けど あるん で

すね 。こ れは 最低 賃金を 割っ てい ると 思い ます 。７ ００円 とか 、８ ００ 円とい

う、 逆に だか らと 言って 、同 じこ のデ ータ から 読み 取れる のは 正職 員と の差と い

うの をそ れほ ど感 じてな いの かな とい うの が不 思議 に思い まし た。 ８８ ページ に
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あり ます が、 そん なに正 社員 さん と比 べて パー トさ んの時 給は そん なに 低いと は

意識 した こと がな いとか 、低 いけ ど納 得で きる とか 、そん な答 えが 案外 多かっ た

んで すけ ども 、そ れでも 自由 回答 のア ンケ ート のと ころを 見ま すと やっ ぱり賃 金

が低 いと いう ふう に書い てい らっ しゃ るの は、 これ はちょ っと どう いう ことな の

かな とい うの はち ょっと 謎の まま 残っ てお りま す。

（会 長）

た ぶん 配偶 者控 除とか 、そ の辺 でし ょう かね 。こ こまで に抑 えて いる んだか ら

とい う、 よく 読ん でいた だい て。

今 、女 性と 男性 を比較 しな がら おっ しゃ って いた だいた んで すけ ども 、やっ ぱ

り性 別を 分け ない と問題 点が 見え てこ ない だろ うと 思うん です ね。 さっ きの川 西

パー トバ ンク にど のぐら い着 たか とい う１ ペー ジの ところ でも 、新 規採 用、求 職

者数 とか いう のも ござい ます けど も、 パー トバ ンク の相談 等で すけ ども 、これ で

も男 性が ５３ １人 、女性 が１ ６４ ４人 、採 用件 数で も１４ ６人 に対 して 、５１ ２

人、 これ はほ とん ど女性 問題 なわ けで すね 。今 まで 性別が わか らな かっ たら、 そ

うい う実 情が 浮か び上が って こな かっ たと 思い ます けども 、性 別が ある ことに よ

って 、ど んな 人が 何を悩 みな がら 働い てい るん やろ かとか 、求 職し てい るんや ろ

かと かと いう のが よくわ かる とい うふ うに 思い まし た。小 西さ んの 鋭い ご指摘 い

ただ いて あり がと うござ いま した 。

（委 員）

今 製造 業と いう のは、 解雇 せず に雇 用を 守る とい うのが 精一 杯と いう ところ が

ほと んど だと 思い ますの で、 それ は仕 方の ない こと だと思 いま す。 逆に サービ ス

業の 場合 は、 人を 切りた くて も人 がい ない と商 売が できな いと いう のが 実態で 、

いわ ゆる 共稼 ぎと いうの は４ 月か ら法 改正 にな って ６１万 円を 超え る残 業は５ 割

増し にな ると 。そ れから 、訪 問先 では これ で５ 割出 すんや った ら新 しい 社員さ

ん、 パー トさ んを 雇った 方が 残業 代が いり ませ んし 、現に 今就 職先 があ りませ ん

ので 、か なり 優秀 な方が 埋も れて ます ので 、僕 も今 までの 経験 から です けども 、

パー トさ んで も馬 鹿にし たら あき ませ んよ と。 女性 の方で も能 力は 正社 員並み の

能力 を持 って おら れる方 はお られ ます とい うこ とを 訪問先 でも 申し あげ ており ま

す。

そ れか ら、 先ほ ど言わ れた 賃金 なん です けど も、 これも 業種 によ って 全然違 う

んで すね 。勤 務医 、看護 士、 歯科 衛生 士、 これ 引く 手あま たで すわ 。僕 の訪問 先

でも どう いう 業種 で出入 りが 激し いか とい った らそ ういう とこ ろで すわ 。賃金 上

げる から こっ ち来 てえな と言 った ら行 くか ら、 そう いうと ころ は賃 金が 高いん や

と思 いま す。

逆 に、 こん なこ とを言 った ら失 礼で すけ ども 、ハ ローワ ーク に行 って 、鼻に ピ

アス 空け てる とか 、耳に ピア ス空 けて ると か、 それ 就職な いで とい う方 もおら れ

るん です けど も、 中には 、本 当に かわ いそ うや なと 、早く 就職 決ま った らいい の

にな とい うの もあ るんで すけ ども 、求 職者 に関 して もいろ んな 質が ある と思い ま

すの で、 私は 数字 だけで 判断 でき ない と思 うと ころ もござ いま す。

実 際に 今正 社員 という のは とり たく ない とい うの が実情 やと 思い ます 。私の 経

験か らも 、正 社員 ですご い安 い給 料を 出し て、 こん なんで 来る んで すか と言っ た

ら、 出し た後 １５ 分後に 電話 がか かっ てく る。 私に 質問を して と言 われ て、こ の

給料 でお 子さ ん二 人で食 べて いけ るん です かと 言っ たら、 嫁さ んが パー トに行 っ

てと りあ えず 正社 員にな りた いと 、テ レビ でも やっ ていま すけ ども 、契 約社員 だ

と一 生契 約社 員だ という のが 実情 です から 、正 直、 景気が 上が らな いか ぎりは あ

る程 度続 くの かな という 気が しま すね 。特 に、 今所 長さん いら っし ゃい ますけ ど

も、 伊丹 管轄 の社 長さん でも 市役 所ま わっ たり ご苦 労され てい ると 思い ますけ ど

も、 一昨 年は 、市 外の企 業な んか でも ご協 力し ます という のが 去年 はあ まりな か

った とい うふ うに 聞いて おり ます ので 、こ れは こう したら いい とい う答 えが出 な

いか もし れま せん けども 、景 気が 上が って くれ ない としん どい かな とい うふう に
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思い ます ね。 と思 うのは 、失 業中 でも 職業 訓練 させ てもら えま すの で、 その辺 を

いか に活 用し て手 に職に つけ ると いう のが いい んじ ゃない かと 思い ます 。

（会 長）

失 業し たら スキ ルをつ ける 必要 があ ると 思い ます 。先ほ ど、 小西 委員 さんが お

っし ゃっ た女 性で も３０ 歳代 で結 構高 い賃 金を もら ってい ると その 辺で すけど

も、 やっ ぱり 業種 として は学 校と か、 病院 とい うと ころが 結構 高い んで すね。

だ から 、何 もな しに資 格だ けに 限り ませ んけ ども 、そう いう もの なし に、パ ー

トで とな ると 一律 に８０ ０円 とか 、そ こら にな って しまう んで すけ ども 、病院 と

か、 ケア の関 係で すとス キル を身 につ けて もう 一回 行くと もう 少し まし なのか な

とい うの が、 業種 別と女 性の 項目 です ね。 そこ で見 られる んじ ゃな いか と思い ま

すの で、 これ は職 業教育 の問 題な のか もし れま せん ね。解 雇さ れて もも う一回 仕

事に 就く とき には どうい うス キル を身 につ ける のか という のも 、市 の行 政とし て

はや って いく べき ことか なと 思い ます ね。

（委 員）

い ろん な問 題が あるん でし ょう けど も、 まず 私は さっと 読ん で思 いま したの

は、 先ほ ど、 小西 さんが おっ しゃ った あま り女 性の 自立と いう のが 全く 見えて こ

ない とい うの があ ります ね。

そ れで 、こ の調 査の概 要の ７ペ ージ です けど も、 有効回 収率 が２ ４％ という の

は、 ちょ っと いろ んな調 査の 平均 から して も低 いん ですけ ども 、そ の中 で回答 者

は女 性の 方が 圧倒 的に多 いん です が、 それ だけ 女性 が仕事 とい うも のに 対して 真

剣に 考え てい ると いうこ とが よく わか りま すね 。そ れで切 実な 問題 にな ってい る

と、 女性 と仕 事の 問題が 。

た だ、 ８ペ ージ の配偶 者の とこ ろ、 女性 の７ ７． １％が 配偶 者が いる という こ

とに なっ てい るん ですね 。そ うい う人 が対 称者 で、 そうい う人 が回 答者 なのか な

とい うこ とで ちょ っと納 得な んで すが 、１ ３０ 万と いう上 限の 上で 働き たくな く

て、 そし て、 賃金 を上げ てく れと いう 主張 なん です かね。 私は そう いう ふうに 読

めま した けど ね。 １３０ 万円 以上 にな らな いよ うに 働いて 、そ して 、賃 金は高 く

して ほし いと 。

で も、 今ワ ーク シェア リン グの お話 が出 まし たけ ども、 ワー クシ ェア リング な

んか が言 われ てい るのは 、で きる だけ みん なが 平等 に働い て、 平等 な賃 金をも ら

うた めに そう いう 制度を 推進 して いこ うと いう 中で 、基本 的に 女性 がこ ういう 姿

勢で あれ ばワ ーク シェア リン グは 実現 しな いで すね 。

そ うい うこ とを 私はち ょっ と悲 しい 思い で読 みま した。 しか しな がら 、現実 は

正規 でと ると した ら男性 が優 先さ れる とい うの が現 実はそ うな って しま うので パ

ート にな って しま うんで すが 、パ ート の条 件を 高め るとい うこ とも もち ろん必 要

なん です けど も、 意識の 問題 とし て認 めら れる よう に、今 パー トも 認め られた ら

正規 に転 換で きる という ふう にな って いま すし 、そ ういう やは り自 助努 力も必 要

なん じゃ ない かと 。最初 から ここ でひ っか かる から もうこ れ以 上働 かな いとい う

のは 働く こと 自身 に価値 を認 めて いな いと いう こと ですか ら、 やは り男 女が一 緒

に労 働を 担う とい うこと は税 収を 得る ため にも 必要 なこと でし ょう し、 そうい う

ワー クラ イフ バラ ンスを 実現 する ので あれ ば、 女性 と男性 が一 緒に 働く という の

が大 前提 だと 思い ますの で、 だか ら、 そう いう のが 見えな いと いう のが 女性の 回

答者 の７ ７． １％ は配偶 者が いる から とい うこ とで しょう ね。 むし ろ、 ２３％ ぐ

らい の配 偶者 のな い女性 の問 題と いう のは 悲惨 なん です。 その 辺を どう いうふ う

に救 うか と。 それ で低賃 金で 辛抱 して いる とい うこ とです よね 。そ こら 辺が一 番

大き い問 題で すよ ね。

ワ ーク ライ フバ ランス とワ ーク シェ アリ ング は並 行する んだ ろう と思 います 。

それ をど うい うふ うに川 西市 の中 でそ うい う企 業を 増やし てい くか とい うこと が

大切 なん です が、 これは なか なか 難し いで しょ うね 。

若 者の 問題 とい うのは 、本 当に 日本 の社 会と いう のは本 当に 短期 の間 にごろ ご
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ろと 政治 経済 状況 が変わ りま すか らね 。自 分が どの 時点で 産ま れた かと いうの が

決定 的に 人生 が決 定され てし まう とい う悲 惨な 状況 ですけ ども 、団 塊ジ ュニア は

言う に及 ばず 、そ の次の ポス ト団 塊ジ ュニ アの 問題 が今の 問題 なん です 。今金 谷

会長 がお っし ゃっ たよう な製 造業 が後 退し て行 って いる。 サー ビス 業と いうの

は、 私も 直接 サー ビス業 に携 わっ てい る人 と経 営の 側の方 と怖 い話 を聞 きまし た

けど も、 要す るに ２，３ 時間 働い てど んど ん変 わっ てくれ る。 要す るに 、その 若

者た ちの 旬な 仕事 への意 識が ある うち の２ ，３ 時間 だけが 実際 には そう いうも の

なん だと 。だ から ２，３ 時間 で交 替し ても らう とい うこと が仕 事の 効率 として は

もの すご くい いわ けです ね。 大体 、４ 時間 、５ 時間 経つと 意識 もた るん できち ゃ

うと いう 、そ うい うふう な経 営者 の意 識が あり ます ね。怖 い話 です よね 。

そ うい うこ とで はなく て、 生活 を大 切に して いく 意味で もや はり 正職 になら な

い。 女性 にも うち ょっと しっ かり して ほし いで すね 。私は これ を見 て、 もうち ょ

っと 暗い 部分 の、 女性の 意識 が後 退す ると いう 意味 で、離 婚す るの はや めよう と

か。

（会 長）

非 常に 、シ ビア な話に なり まし たけ ども 、女 性は 案外こ れで いい んだ と思っ て

いる とい うの は新 政権で も配 偶者 控除 の廃 止は でき ません でし たか らね 。この 配

偶者 控除 の廃 止辺 りはど う出 るか によ って 自分 で生 きてい くと いう ふう になる の

か、 やっ ぱり 今ま でどお り夫 の配 偶者 で生 きて いく のかと いう こと にか かって く

ると 思う んで すけ ど、や っぱ りそ れは 今の 現状 では できな いで しょ うね 。配偶 者

控除 の廃 止に は踏 み切れ ない 、女 性の 意識 を考 えれ ば、踏 み切 れな いか も知れ ま

せん ね。 大変 シビ アなお 話で すが 大事 なポ イン トだ と思い ます 。

（委 員）

連 合の 方の 立場 で、連 合の 方で は最 近は パー ト従 業員の 方の 組合 組織 に入っ て

いた だく とい う形 で、と 言い ます のは 、今 の社 会で 言いま すと 、非 正規 の労働 者

の方 が増 えて おり ますの で、 そう いう 方な くし て事 業とし て成 り立 たな い現状 が

ある と思 いま して 、この 状況 を見 て調 査を 見ま した ら、男 性の パー トの 方がい ら

っし ゃっ て、 その 方でも やは り時 給が 仮に １０ ００ 円であ った とし ても 年２０ ０

時間 ぐら いで すね 。それ でも 年収 が２ ００ 万未 満と いうこ とで 、そ うい う中で 家

族を 養っ てい くと いうこ とは 難し いと 。あ と調 査を 見ると やっ ぱり 男性 のパー ト

の方 で配 偶者 がい ないと いう 状況 が多 くな って おり まして 、８ １ペ ージ の厚生 年

金の 加入 につ いて 男性の 方で 無年 金者 とい うの が非 常に多 くな って おり ますの

で、 これ から は組 合側と して は時 給１ ００ ０円 を上 げると いう こと があ るんで す

が、 厚生 年金 のほ うにい ろい ろと 条件 があ ると は思 います が、 そう いう 条件を 整

えて もら って 、そ して家 族を もっ て少 子化 を防 ぐと いいま すか 、私 、業 務とし て

少子 化担 当を して おりま すの で、 その 辺も 影響 して くると 思い ます 。

（委 員）

賃 金で すが 、大 手企業 のほ とん どが 昨年 と同 額で 維持で きた らい いと いう状 況

とな って おり ます 。連合 とし ては 、最 初の 段階 から 今年は ベア は上 昇し ないと 、

定昇 と雇 用を 確保 せよと 、そ うい う流 れの 中で 、連 合とい うの は大 企業 がほと ん

どで すわ 。

だ から 、そ うい うよう な状 況の 中で 、そ れも 正社 員だけ を保 護す るよ うなこ と

はい かん とい う方 向で進 んで おり ます ので 、そ れが 中小・ 零細 にな って きたら 、

たぶ ん賃 金は 下げ たい方 向に 行っ てい ると 思い ます 。

ち なみ に私 の所 属する 能勢 電鉄 でも ７年 前ぐ らい から、 リス トラ や早 期退職 の

勧告 など をや って おりま すけ ども 、そ の段 階で 非正 規と言 われ る人 がか なり、 あ

る程 度専 門職 であ っても そう いう 対象 とな って おり ます。

特 にご 存知 だと 思いま すが 、能 勢妙 見山 の方 にク ッキン グセ ンタ ーと いった 施

設が あり ます けど も、そ こは 冬季 は営 業中 止と いう 形にな って おり ます ので、 正
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規は とて もじ ゃな いけど も置 けな いと 。そ の営 業期 間だけ は２ ０年 弱ぐ らい働 い

てき た非 正規 ４名 ぐらい でそ のう ち組 合員 が２ 名で すので 、そ うい った 状況に な

って おり ます ので 、今の 社会 がそ うい うふ うに しな いと成 り立 って いか ない現 状

にな って いる と私 は思い ます わ。

そ んな 中で も、 連合と して は非 正規 の人 を何 年か 使って もら った ら正 規にし て

もら うよ う努 めて います し、 賃金 にお いて も正 規の 交渉だ けで なく 、非 正規の 方

につ いて もほ っと きなさ いと いう ふう には せず に、 これも 同じ よう に昨 年はい く

らか 獲得 でき まし たけど 、や っぱ り賃 金は 難し いで す。

（委 員）

私 は川 西市 役所 の方で 組合 の役 員を して いる んで すけど も、 あと １年 ほどで 退

職に なり ます が、 この３ ０何 年間 のう ちで 我々 は市 役所に 入っ た当 時は 正職員 が

１３ ００ 人ほ どお ったの が、 今聞 いて みた ら８ ００ 人ぐら いに 減っ てい るんで す

ね。 その 分仕 事が 減った わけ では なし に、 ５０ ０人 近い臨 時職 員が 採用 されて い

ると いう よう なこ とで２ ０数 年前 から 臨時 職員 の方 であり なが ら保 育所 で担当 し

てい ると か、 幼稚 園で担 当し てい ると か、 本来 なら 正規の 職員 を配 置せ なあか ん

とこ ろで 臨時 職員 を配置 して いる と。 これ は労 働基 準法に 違反 して いる んじゃ な

いか とい うふ うな ことで 、抜 本的 改善 を求 める とい うこと で非 常勤 の組 合を立 ち

上げ まし て２ ０数 年経つ んで すが 、な かな か抜 本的 な改善 とい うと ころ までは 至

らな いと いう のが 現状で す。

徐 々に 改善 とい うこと にな って きて いる んで すが 、特に 本庁 に働 いて おられ る

事務 補助 で扶 養の 範囲内 で働 いて おら れる 方が たく さんお られ まし て、 その方 も

一時 組合 に入 って いただ いて 一緒 に活 動さ せて もら ったん です が、 春闘 の折に 給

料の 要求 どな いで すかと 言っ たら 、給 料を 上げ んと いてほ しい と。 何で ですか と

いっ たら 、扶 養の 範囲内 で働 いて いる んで 賃金 が上 がると それ だけ 休み を増や さ

なあ かん と。 仕事 は正職 と同 じよ うな 分量 の仕 事を 持って いる とい うこ とで仕 事

に差 し支 えが 出ま すとい うこ とで 、ま さか そん なこ とを言 われ ると 思っ ていな か

った んで 我々 も困 ったん です けど も。 ほと んど の方 が上げ んと いて ほし いと。 こ

れ以 上休 みが 増え たら仕 事が 追い つか へん と。 とい うふう なこ とで 、内 緒で土 日

に出 勤し てき て仕 事を片 付け ると か、 大変 苦労 をさ れてい る。 中に は、 扶養の 範

囲を 外れ るこ とを 承知の 上で この 仕事 をこ なさ なあ かんと いう こと で仕 事をさ れ

る方 とか いろ んな 方がお られ まし て、 これ はい ろん な事情 があ るん やな という こ

とで 大変 な状 況と いうこ とは わか るん です けど も。

先 ほど おっ しゃ ておら れま した 、女 性で 配偶 者の おられ ない 方で すね 。この 方

の賃 金を 聞い てみ ると、 国が 保障 して いる 生活 保護 程度の 基準 より まだ ちょっ と

低い 方が たく さん おられ るん です ね。 これ は非 常に 大きな 問題 やと 思う んです

が、 働き 甲斐 の問 題とか そう いう こと もあ るん で、 それで もが んば って おられ る

んで すが 、そ うい う最低 賃金 とい いま すか 、働 く時 間が短 い分 だけ もら う給料 が

少な いこ とは 仕方 がない とし ても 、同 じ仕 事を して 同じ賃 金を もら うと いうこ と

はヨ ーロ ッパ 辺り ではか なり 徹底 され てい るよ うな んで、 日本 もそ うい うこと を

考え てい く時 期と 違うん かと 。国 がや っぱ りそ うい う考え 方を 打ち 出し てなん ら

かの 手立 てを せん ことに は、 企業 任せ にし とっ ては いつま でた って も片 付かへ ん

なと いう ふう なこ とを考 えた りし てお りま す。

（委 員）

私 はち ょっ と反 対の立 場か ら言 わせ ても らい たい んです けど も、 この パート さ

んの 人数 と採 用件 数を見 ます とま だま だ一 杯い っら しゃる んだ なと 反対 にうれ し

く思 って いる んで すけど も、 今介 護の 方を させ てい ただい てい て在 宅の 方は最 初

に資 格が いる んで すね。

最 初、 川西 市で はヘル パー さん が７ ０数 人し かお られな かっ たの が、 今では ２

００ ０数 人の 方が ヘルパ ーさ んと して 活躍 され てい るんで すけ ども 、介 護保険 施

設の 方は 資格 がな くても 就職 でき るん です ね。 研修 はしな くて はい けな いんで す
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けど も、 そん なと ころで 施設 に来 られ た方 に関 して は半分 施設 が補 助し て資格 を

とり なさ いと いう ような こと で、 すべ ての 方が 資格 を持っ てい ただ くよ うな形 で

して いる んで すね 。

あ わせ て、 雇用 創出事 業で も２ 級講 座と いう のを させて いた だい て、 こんな こ

とを 言っ ては あれ なんで すけ ども 、先 ほど から おっ しゃっ てい る若 い方 に来て い

ただ くん です けど も、や はり こう いう 対象 で来 られ る方と いう のは 少し 雰囲気 が

違う 方も いら っし ゃいま す。 本当 に真 面目 に来 て下 さる方 もい らっ しゃ います け

ども 、そ うい う方 も少し いら っし ゃっ て、 卒業 させ るのに すご く困 る。 相談し な

くて はい けな い方 もおら れま すの で。 もう 一つ その 問題点 とし て、 最初 の４月 か

ら始 まっ て、 たく さん入 られ て、 １１ 月、 １２ 月に なると 調整 が入 って きて、 そ

の人 の調 整が すご く難し くな って きて 、本 当に こん なのな かっ たら いい のにな と

私た ちも 思う んで すけど も。

そ れで 、働 いて くださ って いる 方も 、調 整が ある からそ うし なく ては ならな

い。 本当 はも っと 入りた いと いう 方が たく さん いら っしゃ ると いう こと を聞き ま

すの で・ ・・ 。

（会 長）

古 賀さ んの とこ ろは介 護事 業で した ね。 本当 に感 じてお られ るこ とを お話い た

だい たん では ない かと思 いま す。

（委 員）

年 々、 人に 対す る責任 感と いう んで すか 、本 当に 奥がす ごく 深く て・ ・・。

（委 員）

先 ほど から 、お 話を伺 って やっ ぱり 非正 規労 働者 の中に もい ろん な方 がおら れ

る。 それ から 、事 業所の 中に も恐 らく いろ んな 事業 所があ る。 今、 古賀 さんが お

っし ゃら れた よう な女性 のス キル アッ プを 考え なが ら従業 員と して 働い ていた だ

いて 、そ して 、仕 事に対 する 意識 を高 めて いた だく という 。そ れが 同時 に働く 人

を育 てて いら っし ゃると いう こと もあ るで しょ うけ ども、 いろ いろ と福 祉事業 を

ちょ っと 見せ てい ただい ても 、本 当に ほと んど パー トでや って いら っし ゃると こ

ろも あっ たり しま す。

や っぱ り事 業所 という のも 、い ろん な形 態が ある んでし ょう ね。 もう ちょっ

と、 正規 の人 を入 れない と危 ない んじ ゃな いか と思 うよう なと ころ でも 、何か 数

字は 適当 にで きま すから 、で きる 部分 もあ るの で、 互いに 人間 が育 たな いよう

な、 やっ ぱり 非正 規は基 本的 に人 間と 仕事 がき ちっ とマッ チし て人 が育 ってい か

ない とい うこ とが 一番悲 しい こと です よね 。

（会 長）

今 、古 賀委 員さ んのよ うな 事業 所と いう のは 、す ばらし いと いう お話 があっ た

んで すけ どね 、先 ほどの 技能 功労 者と か優 良従 業員 という のを 優良 企業 表彰と い

うふ うに して 、そ ういう とこ ろを 表彰 する とい うふ うに変 えた らど うな んでし ょ

うね 。あ って もわ からな いわ けで すよ ね、 ここ はい いとこ ろと か。

先 ほど の技 能功 労者の 件で すけ ども 、高 度経 済成 長でし たら 、こ れか ら技能 の

優れ た人 、ス キル がいい 人と いう ふう なこ とも 良か ったか もわ かり ませ んけど

も、 これ から 中小 企業の いい 企業 、古 賀さ んの よう なとこ ろを 、努 力を されて い

ると ころ を表 彰す るよう な制 度を 、こ の従 業員 では なくて 、そ っち の方 にした ら

いい んじ ゃな いで すかね 。こ れで はち ょっ とわ から ない・ ・・ 。

（委 員）

私 も、 ちょ っと 言おう と思 って いた んで すが 、話 が早す ぎる かな と思 いまし

て、 そう です ね、 先生が おっ しゃ いま した よう に、 ワーク シェ アリ ング だとか 、

ワー クラ イフ バラ ンスだ とか 、そ うい うこ とを 少し でも導 入さ れて いら っしゃ る
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事業 所を 、男 女共 同参画 とか ね、 そう いう とこ ろを 表彰し てい くと 。県 なんか は

ちょ っと そう いう ことを 考え てい ます よね 。

（会 長）

ち ょっ とお 考え いただ いた らい いと 思い ます 。ハ ローワ ーク に行 って 言われ た

とこ ろに 行く だけ では、 自分 では 全然 選べ ませ んよ ね。

（委 員）

そ うい うこ とを 実践し よう とい うと ころ には 、何 か補助 金が 出せ たら 一番い い

んで すけ どね 。

（会 長）

ヨ ーロ ッパ のパ ートと いう のは 大体 介護 とい うの が多い んで すけ ども 、それ を

全部 準公 務員 にし て、そ この スキ ルも 全部 つけ て、 そして パー トと いう 言葉を 使

いま せん から ね。 準職員 みた いな こと で働 いて もら うんで すか ら、 やっ ぱりこ れ

はな んか の手 立て なしに 自助 努力 だけ では ね。 スプ リンク ラー も自 分ら で付け な

いと いけ ない とか ね。そ んな こと では やっ ぱり 難し いんじ ゃな いで すか ね。

（委 員）

補 助金 は結 構今 出てい ます よね 。ス プリ ンク ラー の件で も国 の方 から 出てい ま

すよ ね、 介護 施設 等含め てね 。国 の補 助金 が平 米数 にいく らと いう ふう に。あ と

ハロ ーワ ーク さん なんか はよ くご 存知 かと 思い ます が、資 格を 取る 際の 補助と い

うの はハ ロー ワー クでも 申し 込め ます から ね。 一定 規模の 制限 はあ るん でしょ う

けど も、 中小 企業 で託児 所あ るい は保 育事 業を 担う ことに つい ても 、国 の補助 金

が出 てい る。 それ を活用 する にも 、国 の補 助金 と事 業主の 負担 とい うの が、あ る

いは 、責 任の 問題 等々含 めて やっ てい る企 業を 奨励 すると いう こと はい いこと な

のか もし れま せん ね、今 お話 を聞 いて いて 思っ たん ですけ ど。

（会 長）

産 業自 体を 変え ていか ない と、 なか なか ここ の話 だけで はい かん よう な大き な

こと にな って しま いまし たけ ども 。

（委 員）

す いま せん 。一 つだけ 質問 です けど も、 時間 給１ ０００ 円と かあ りま すね。 こ

れは 仕事 に対 する 報酬で すか 。交 通費 込み とか 。

（副 会長 ）

普 通時 給と いっ たら、 ７２ １円 です ね、 最低 賃金 が。で すか ら、 交通 費が出 る

とこ ろ出 ない とこ ろいろ いろ あり ます けど ね。 賃金 の中に 交通 費を 入れ ている と

ころ とか 、全 部ひ っくる めて これ だけ だと いう 事業 所もあ りま すけ どね 。それ は

交通 費が 出な いと 。賃金 とし て最 低７ ２１ 円。 です から、 それ を今 １０ ００円 に

しよ うと か、 ８０ ０円に しよ うと かい う議 論も され とると 思う んで すけ ども。

（委 員）

交 通費 が認 めら れてい ない 。移 動費 が認 めら れて いない とい う職 種も あるの

で、 どこ から 出し たらい いの かと いう こと ・・ ・。

（副 会長 ）

ハ ロー ワー クの 方でし たら 求人 票と いう のを 出し ていた だき ます ので 、そこ に

事細 かく 通勤 手当 はいく らい くら ・・ ・。

（委 員）
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職 種と して ヘル パーさ んと いう のは そう いう のが ないん です よね 。だ から、 そ

れを 賃金 と照 らし 合わせ てと いう 。

（副 会長 ）

そ れを どう いう ふうに 考え るか です ね。 それ はヘ ルパー さん は通 勤手 当もな い

とい うの が原 則な んです かね 。

（委 員）

移 動さ れて もそ の時間 は認 めま せん よと いう 、労 働だけ の賃 金し か・ ・・。

（副 会長 ）

認 めて はだ めで すよと いう こと にな って おる んで すかね 。

（委 員）

そ うい うの も含 めて納 得し てい ただ くと いう よう な形で す。 声と して お聞き い

ただ きた いと 思い ます。

（会 長）

こ の調 査は 川西 市内に 住ん でい て、 川西 市内 でパ ートで 働い てい る人 が圧倒 的

なん です ね。 そう すると 自転 車で 行く とか 、徒 歩で 行くと かと いう ふう なこと で

すと 、交 通費 とい うのは あん まり かか らな い。 それ から介 護の 職種 とい うのは そ

うい う近 い人 を選 ぶから そう いう ふう にな るの かも しれま せん ね。 ３０ 分以内 の

職場 とい うの が理 想的や と思 いま すね 。

（副 会長 ）

先 ほど 出て おり ました 、市 役所 でも 臨時 の職 員が 入って おり ます が、 ハロー ワ

ーク でも 正規 の職 員は定 員削 減と いう 方針 があ りま すので 、ど んど ん定 員削減 の

対象 にな りま して 、こう して 求職 者が たく さん 増え てきま して 、い ろん な施策 が

あり ます 。生 活保 護とタ イア ップ した り、 新し い方 にも失 業給 付を 、そ のとき の

生活 資金 も給 付し ますと いう ふう なこ とに なっ てい ます。 それ に対 応す る職員 が

なか なか 不足 して いるの で、 臨時 職員 を募 集し て採 用して いま す。

ま ず、 私た ちは 職業安 定所 とい うと ころ で、 安定 就職と いう こと を目 指して い

かな いと いけ ない わけで すけ ども 、実 際や って いる ことと 言え ば、 臨時 職員を 採

用す る際 に、 あな たは１ 年間 です よと 。契 約は １年 ですよ とい うこ とを どうし て

も言 わな くて はな らない 。そ れで 、交 通費 は正 規の 職員は 満額 出ま すけ ども、 臨

時職 員は １日 ３５ ０円と いう こと を言 って いま す。 それプ ラス 今も 言わ れてい る

年額 １３ ０万 円。 このた びは 年額 １３ ０万 円を 超え るよう な職 種も たく さん出 て

いる よう です が、 そうい うこ とも 納得 して いた だい ていま す。

（会 長）

そ した ら、 ハロ ーワー クの 方か ら年 額１ ３０ 万円 までで すよ とお っし ゃるわ け

です か。

や っぱ り事 業所 から言 うん じゃ ない です か、 女性 が望む とい うよ りも 。

（副 会長 ）

事 業所 とし たら 思いま すよ 、時 間通 りき っち り来 てほし いと 。や っぱ り年末 に

今言 われ てい たよ うに調 整す ると いう こと にな って きます ので 、私 たち として は

勤務 を調 整す るこ とはで きま せん ので 、扶 養か ら外 れてい ただ くよ うな ことに な

りま すが 、そ こは 本人さ んの 選択 です から ・・ ・。

（会 長）

選 択し たら 、外 れられ ます か。
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（副 会長 ）

選 択す ると いう ことは 辞め てい ただ くと いう こと になり ます ね。 それ で、本 人

さん がこ の仕 事を します ので 、今 回は 全員 辞め る方 はおら れな かっ たと いうこ と

でご ざい ます 。

（委 員）

職 業安 定所 や事 業所は やっ ぱり はっ きり と採 用時 におっ しゃ るの が当 然だと 思

いま すけ どね 。

（会 長）

だ けど 、も しよ ろしけ れば 、超 えて も・ ・・ 。

（副 会長 ）

で すか ら、 私ど もとし ては 来て ほし いわ けで すよ 。来て ほし いん やけ ど、こ う

いう こと にな りま すよと いう 説明 はす る。

そ れと 福祉 ・介 護の人 材の 方で すが 、こ れか ら先 必要と なる のは 福祉 の人材 と

いう こと で、 こち らの方 にも 誘導 とい いま すか 、吸 収され る。 今と なれ ばそこ し

かな いと いう こと が、求 職者 の方 も大 分意 識が 高ま ってき まし て、 今ま ででし た

ら介 護の 方へ は行 かない とい う、 行き たい と言 って も親が 止め ると いう ような こ

とも あり まし て、 そうい った とこ ろは 大分 変わ って きたか なと 。ハ ロー ワーク の

方で も、 面接 会を 開いて 事業 所さ んに 来て いた だい て、そ こで 希望 者は ハロー ワ

ーク にお りま すの で、そ こで 面接 をす ると いう のを 去年や りま した 。去 年１月 に

３社 入っ てい ただ いたん です けど も、 求職 者２ ０人 ぐらい 介護 で採 って いただ い

たと 。そ うい うこ ともや りな がら やっ てい るん です が、そ んな にパ イが すごく 大

きく ない 。そ れと それ相 応の スキ ルが ない とい けな いと。 介護 福祉 士の 養成講 座

です かね 、２ 年か けてや るん です けど も、 去年 も今 年も訓 練を やる よう になっ て

おり ます ので 、そ れに対 して も失 業保 険を 受給 でき る方で した ら２ 年間 失業保 険

を受 けな がら 訓練 が受け られ る。 それ と失 業保 険の ない方 、当 たら ない 方もそ れ

は基 金訓 練と いう ことで １月 １０ 万な いし １２ 万円 の給付 があ る。 それ が終了 す

るま でし っか りと 訓練し てい ただ くと いう よう な施 策もと って おり ます ので、 そ

れと 、ハ ロー ワー クに来 られ る大 多数 の方 はや はり 今仕事 のな い製 造業 を辞め て

こら れた 方、 大量 解雇、 食品 製造 なん かは そん なに 悪くな いん です けど も、ど う

して も男 性が 多く なるん です けど も、 そう いっ たと ころで どう して も仕 事を増 や

して いか んと 吸収 されて いく と。

そ うい うと ころ で今新 しい 施策 、雇 用施 策と いう のが見 えて いな いん ですけ ど

も、 あと は、 ワー クシェ アリ ング とい うお 話が あり ました けど も、 私の 考えで す

けど も、 ワー クシ ェアリ ング とい うの は仕 事が ふん だんに あっ て、 そし て残業 を

して も追 いつ かな いとい うぐ らい ある とき にワ ーク シェア リン グを 取り 入れて 人

を一 杯雇 って いた だきた いと いう 考え です 。今 のワ ークシ ェア リン グの やり方 と

いう のは 緊急 避難 的に雇 用調 整助 成金 で、 順番 に休 業して なん とか 回し ていく 。

これ から 先に もっ と仕事 が増 えな いと ワー クシ ェア リング もで きな いと 。

で すか ら、 とに かく仕 事が ほし いと 、求 人が ほし いとい うこ とで す。

（会 長）

あ りが とう ござ いまし た。 ハロ ーワ ーク から の観 点とし てお まと めい ただい た

と思 いま す。 皆さ んから 本当 に活 発な 意見 がた くさ ん出ま して 、い い審 議会に な

った んで はな いか と思い ます 。

こ のパ ート タイ ム調査 から 何を 提言 する のか とい うのは 難し いの かも わかり ま

せん けど も、 いろ いろ出 まし たけ ども 、例 えば 、パ ートの 女性 の自 立の 問題と

か、 パー トと はど ういう こと なの かと か、 自立 を促 すよう なそ うい うセ ミナー が

あっ ても いい ので はない かと 思い ます し、 それ から 介護に 関す るス キル なんか も
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そこ でど んど んセ ミナー とし てや って いく のも いい のかな と思 いま す。

そ れか ら、 シン グルマ ザー の問 題は 本当 に深 刻で して、 今は パー トで 何時間 以

上働 かし てく れな いとい う問 題が ある んで すね 。１ 日に４ 時間 しか 働か してく れ

ない 。３ 日し か働 かして くれ ない 。そ うす ると シン グルマ ザー の家 庭で は朝一

番、 それ から 昼パ ートに 行っ ても う一 つ夜 中に 行く という ふう に三 つぐ らい掛 け

持ち して 、そ れで も２０ ０万 にな らな いぐ らい の賃 金なん です ね。

そ れで 、ど うし ても大 変な シン グル マザ ーに 対す る救済 とい うの は急 ぐと思 い

ます 。今 シン グル マザー には 勉強 して 就職 する 場合 には生 活費 も含 めて 出るよ う

にも なっ てい ます から、 そう いう こと をア ドバ イス できる よう なキ ャリ アカウ ン

セリ ング とい うの も大き な役 割を 果た すの かな とい うふう に思 いま す。

で すか ら、 業種 も変え て行 く必 要が ある 訳で すよ ね、製 造業 はも うだ め、今 介

護が あり まし たけ ども、 農業 なん かも 非常 にい い業 種だし 、農 業は 割と 成功に 向

いて いる のか なと 思いま す。 近く の方 に食 べて いた だくと いう こと です からね 。

で すか ら、 製造 業、会 社、 それ から 求人 はハ ロー ワーク でと いう コー スだけ で

はな い、 農業 を通 してと か、 自分 でコ ミュ ニテ ィビ ジネス をや ると かい うふう な

こと もこ れか らの 方向と して 、市 の課 も室 も考 えて いく必 要が ある んじ ゃない か

と思 いま す。

で も、 やっ ぱり 最終的 には パー トは 女性 の問 題か な。し いた げら れた 若い男 性

の問 題な のか なと いうふ うに 思い ます ので 、や っぱ りそう いう 視点 です ね、弱 者

の視 点を 持っ てパ ートを 考え るの が大 事か なと いう ふうに 思い ます 。

と いう ので 、提 言にな るの か、 なら ない のか 、高 島先生 いか がで すか ね。

（委 員）

結 構で す。 いろ いろと ご意 見を 聞か せて いた だき まして 勉強 にな りま した。 た

だ、 川西 市固 有の 問題と いう のが 自分 でも よく わか らなく て言 えな かっ たんで す

が、 その 中で 先生 がまと めら れた 、所 長さ んが まと められ たお 話の 中か ら川西 市

固有 の問 題が 何に なるの かな と。

農 業と いう のは 、農業 従事 者に 女性 がお られ ます よね、 三田 なん かは おられ ま

すよ ね。

（事 務局 ）

川 西は 近郊 農業 という か、 高齢 化と か、 後継 者不 足とい うこ とで 、こ れは商 業

にも 言え ます が、 そうい う課 題が あり ます ね。

（会 長）

若 い人 は随 分農 業に振 り向 いて いま すよ 。そ れで 、後継 者と いえ ば息 子とい う

発想 にな りま すけ ども、 新し い組 織で いい 訳で すよ ね。新 しい 公共 とい う発想 も

いい でし ょう し、 保育園 なん かは 日本 ぐら いじ ゃな いです か行 政が やっ ている の

は。 みん なＮ ＰＯ がやれ ばい いわ けで すし ね。 発想 の転換 で、 配偶 者控 除とい う

のも ・・ ・。

（委 員）

介 護事 業者 がそ の横に 保育 園を つく られ たら いい んです よね 。そ した ら、そ れ

こそ 命を 眺め なが ら高齢 者の 方た ちは いい です よね 。

（会 長）

そ の保 育園 付き 介護施 設と いう のを 市と して 一つ やって みよ うか とい うのも い

かが でし ょう かね 。

（委 員）

異 業種 でも ない ですね 、両 方と も命 を授 かる わけ ですか ら。
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（会 長）

そ れか ら、 表彰 制度と いう のも また 考え てい ただ ければ と思 いま す。 従業員 も

大事 です けど 見え ません から ね、 どこ がい い事 業所 かとい うの が。 そん なこと も

お考 えい ただ けれ ばと思 いま す。

（委 員）

事 業所 を表 彰す るとい うこ とは 、そ こで 働い てい る方々 を表 彰す ると いうこ と

にな りま すか らね 。団結 力も 変わ りま すし ね。

（会 長）

中 小企 業の 場合 は特に そう です ね。 従業 員と イコ ールで すね 。

ち ょっ とと りと めもな い形 で終 わり にな りそ うな んです けど も、 今日 は本当 に

皆さ んか ら闊 達な ご意見 と建 設的 な意 見を 頂戴 いた しまし て、 事務 局と しても 今

後お 考え いた だく ことを お願 いし たい と思 いま す。

そ れで は、 特に 何かと いう 方が ござ いま した ら、 最後に ご発 言と いう ことに さ

せて いた だき たい と思い ます が、 ござ いま すか 。も うちょ っと 頻繁 にや るとか 、

いい かも しれ ませ んね。

そ れで は、 時間 も２時 間近 くに なっ てき まし たの で、こ れで 審議 会を 閉じさ せ

てい ただ きた いと 思いま す。 皆さ ん、 ご協 力を あり がとう ござ いま した 。これ で

終わ りに いた しま す。

（事 務局 ）

そ れで は、 皆さ んあり がと うご ざい まし た。 先ほ どご提 案い ただ きま した点 に

つき まし ては 、検 討して いき たい と思 いま すの で、 今後と もよ ろし くお 願いい た

しま す。 本日 はど うもあ りが とう ござ いま した 。

（ 閉 会）

※ 主な 発言 の要 旨等 、審 議経過 がわ かる よう に記 載す るこ と。


